
戦争演習の代わりに平和を語れ! 
――全地球的な新冷戦の中で朝鮮半島での戦争の危機が高まる中で―

― 
 

 

今年 2月 24日にロシアがウクライナへ侵攻して一ヶ月が越える中、両国の軍事力に相当な被害

が発生している。特にウクライナの場合、都市が破壊されて民間人の犠牲が深刻な水準に達して

おり、数百万人の難民が発生した。 

 

外見はロシアとウクライナの間の戦争だが、内容としてはヨーロッパ連合とアメリカ対ロシアの新

冷戦の一つの形態だ。今回のウクライナ戦争は朝鮮民主主義人民共和国・中国・ロシアと日本・米

国・韓国との間に形成されてきた新しい冷戦秩序をより一層強化させて軍事的緊張を高めている。 

 

韓国は、今回の大統領選挙の過程でユン・ソギョル当選者が共和国への先制打撃を公言し、最

近では文在寅（ムン・ジェイン）政権の国防大臣も先制精密打撃を主張し始めた。これに対して共

和国は自らが「核保有国」であることを強調し、南北間の緊張が高まっている。過去 4年間に進めて

きた朝鮮半島の平和のための努力が後退している。 

 

日本もまた、今年の年末の 3 大戦略文書の改定に先制攻撃の内容である「敵基地攻撃能力保

有」を入れるのかどうか検討している。極右主義者の前首相安倍は、先制攻撃能力を保有すべき

だ、「軍事基地」だけでなく「中心部」を含まなければならない、米国の核兵器も共有するべきだと言

い、「非核 3原則」まで否定する暴言を吐いている。 

 

こうした状況で、来る 4 月 12～15 日の韓国軍の「危機管理参謀訓練」(CMST)に、4 月 18～28

日前半期米韓連合指揮所訓練が実施される。南北および朝米の首脳会談が開かれてから 4 年目

で大規模な兵力と装備を動員した実機動米韓連合訓練だ。 

 

先制打撃まで想定した攻撃的な米韓軍事訓練は共和国と中国を煽って朝鮮半島と北東アジア

地域の軍事的緊張を高めさせるだろう。日本の場合、平和憲法改定を通じて軍国主義化を推進し、

日米軍事同盟を日米韓軍事同盟へ拡張して日米韓軍事訓練を期待するはずだ。人類はこれまで、

数えきれない程多くの残酷な戦争はもちろん、第1次・第2次世界大戦、ベトナム戦争、朝鮮戦争、

中東戦争からも歴史的教訓を得られずにいる。平和を守るために軍隊を養成して戦争を準備すべ

きだという帝国主義者たちの主張とは異なり、現実は平和の代わりに破壊と殺傷という非文明的で

野蛮な破局へ突き進んでいる。 

 

ロシアは直ちにウクライナから撤収し、対話と交渉という平和的な方法で問題を解決すべきだ。

韓国とアメリカは攻撃的な軍事訓練を中断すべきだ。日本は軍国主義の野望を捨てるべきだ。アメ

リカと共和国は早く対話を再開し、朝鮮半島の平和のためのロードマップを作らなければならない。

戦争演習は戦争を呼び起こす。戦争の代わりに平和を語れ! 
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